
作成日： 平成 30年  8月

エコアクション２１

志田建設 株式会社

自然と共に

（対象期間：平成 29年  4月～平成 30年  3月）

平成 29 年度 環境活動レポート



ごあいさつ

　志田建設株式会社は、建設業を営むものとして確かな技術と安全な環境を提供し、

常に環境に配慮した活動を行うことで地域社会から信頼される企業を目指します。

志田建設 株式会社

代表取締役　志田　崇

Ⅰ環境方針

１．二酸化炭素の排出を削減致します。

２．建設副産物のリサイクルを推進致します。

３．産業廃棄物のリサイクルを推進致します。

４．総排水量を削減致します。

５．化学物質の使用削減を推進致します。

６．使用物品のグリーン購入を推進致します。

７．環境関連の法規制等の要求事項を遵守致します。

８．全社員及び当社のために働くすべての人々に環境方針を周知し、
　　環境にやさしい製品及び資材の販売を推進致します。

　環境への取組み

１．再生可能エネルギーの拡大・振興のため、小型風力発電の事業を行っています。

２．海域環境への取組として、陸奥湾に減少するアマモ場を回復するため、アマモの移植活動
　　を積極的に行っています。

作成日： 平成 28 年  5 月  1 日

更新日： 平成     年     月    日

　草体の周辺がカレイ・アイナメ・メバルなどの魚類のほか、カニ・ウニ・ナマコ・アサリなどの様々
な種類の生物の住み場になり、稚魚の育成場・餌場・産卵場・稚貝稚ナマコの発生場となり、そ
の他として酸素の供給・海水や海底の汚れの浄化・海底の安定を図ることが出来、私たちの暮ら
しに重要な働きをしてくれます。

代表取締役



Ⅱ　　組織の概要

１　　名称及び代表者名

志田建設株式会社
代表取締役　志田　崇

２　　設立

昭和 41年 3月 16日

３　　所在地

本社
青森市佃二丁目１９番７号

４　　環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 藤盛　賢 fujimori@shida-kk.com
環境事務局 森　恵美

５　　事業活動の内容

建設業及び建設資材販売

６　　事業規模

資本金　5,000万円
売上高　13億3,600万円
従業員　28人

７　  対象範囲（認証・登録範囲）

本社

８　  事業年度

（対象期間：平成 29年  7月～平成 30年  6月）

９　　環境活動レポートの対象期間（発行日）

（対象期間：平成 29年  4月～平成 30年  3月）



志田建設株式会社組織図

所在地 青森県青森市佃二丁目19番7号

従業員数 28名 床面積 1047.12 ㎡

平成30年4月1日現在

志田建設株式会社

本社



Ⅲ　　環境目標とその実績

１　　主な環境負荷の実績

表１、主な環境負荷等の実績

二酸化炭素排出量(電力）の算定に使用した排出係数は、0.571㎏-CO2/KWhです。
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２　　環境目標の設定

　当社では、平成27年度を基準年度として中長期及び単年度の目標を、それぞれ表２のとおり
に設定し、環境活動に取り組んでおります。

表２　環境目標
基準年度(平成 27年度）比の削減(増加）率（％）

(注1) 行動目標：化学物質を適正に管理し定期的に確認する。
(注2) 行動目標：環境物品の購入を推進する。
(注3) 行動目標：環境に配慮した施工、販売、提供する製品及びサービスを推進する。

３．環境目標の実績

　当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。
今回は、エコアクション２１を開始して３年目となる平成29年4月から平成30年3月までの実績に
ついての評価結果を報告いたします。

表３　　当該年度の環境目標の達成状況等

二酸化炭素排出量(電力）の算定に使用した排出係数は、0.571kg-CO2／ＫＷｈです。

(注1) 行動目標：化学物質を適正に管理し定期的に確認する。
(注2) 行動目標：環境物品の購入を推進する。
(注3) 行動目標：環境に配慮した施工、販売、提供する製品及びサービスを推進する。
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Ⅳ．環境活動計画、取組結果とその評価、次年度以降の取組内容

１．環境活動計画、取組結果とその評価

①本社の照明は、昼休み、残業時等不必要な時
は消灯している

徹底されていた

②休憩所、トイレ等の照明は普段は消灯している 維持していく

③ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等のＯＡ機器は省電力に設定している

④夜間、休日は、ﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等の主電源を切る

⑤使用していない部屋の空調は停止する

①建設機械の作業停止する時は、ｴﾝｼﾞﾝ停止する エコ運転をされていた

②建設機械等の過積載が行われないよう徹底する 維持していく

③建設機械等は、定期的自主点検の他、施工開
始時等に点検を実施っする

④建設設備機器はエコ運転をする

①夏季の軽装、冬季の重ね着等服装の工夫をし
て、冷暖房の使用を抑える 徹底されていた

②空調を必要な区域や時間に限定して使用する 維持していく

③使用していない部屋の空調は停止する

④ブラインドやカーテンの利用・窓空け等により、
熱の出入りを調節する
①社内LAN、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等の利用による文書の電
子化に取組みする 徹底されていた

②打合せや会議の資料等は、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ利用によ
り、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化に取組みする

維持していく

③印刷物を作成する場合は、必要最小限の量とな
るように考慮し、残部が出ないように配慮する
④ﾐｽｺﾋﾟｰを防止するため、使用前に設定を確認す
るとともに、使用後は必ず設定をリセットする
①建設現場等で発生する廃棄物を混合廃棄物とし
ないよう徹底する 徹底されていた

②紙、金属缶、ｶﾞﾗｽびん、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、電池等につい
て、ごみの分別を徹底する

維持していく

③ｺﾋﾟｰ機、ﾌﾟﾘﾝﾀｰのﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞの回収ルートを
確立し、リサイクルを図る
④回収した資源ごみがリサイクルされるよう確認し
ている（委託業者等に対して）
⑤シュレッダーの使用を機密文書等に限り、シュ
レッダー処理紙のリサイクルに努めている
①建設現場等周辺の生活環境に、影響の少ない
時間帯での施工を行う 徹底されていた

②建設現場等周辺の生活環境に、影響の少ない
施工方法や作業方法を検討して施工する

維持していく

③建設現場等周辺の生活環境に、影響の少ない
工法を提案し、採用をする
④低騒音・低振動型建設機械等の使用により、騒
音・振動を軽減し日常的な監視を実施する
⑤排気ガスや騒音のレベルを抑えるため、適正な
車輌整備を行う

①日常的に、手洗い・洗い物時は節水を励行する 徹底されていた
②施工方法や作業方法を見直し、水質汚濁の少な
い方法に変更している

維持していく

①建設現場等で使用する有害性の化学物質は、
流出防止対策・拡散防止対策を徹底する 徹底されていた

②接着剤、防水剤、塗料等に含まれる有害性の化
学物質の削減に取組をする

維持していく

③建設現場等における化学物質は、必要最小限
の使用量とし、保管は原則行わないようにしている
①再生材料から作られた製品を優先的に購入、使
用する 徹底されていた

②ｺﾋﾟｰ用紙、伝票、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ等の紙につい
て、再生紙を使用する

維持していく

③間伐材、未利用資源等を利用した製品を積極的
に購入・使用する

①風力発電事業を推進する 推進されていた

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

２．次年度以降の取組内容
(1)二酸化炭素排出量の削減
(2)廃棄物の排出量削減
(3)節水・排水対策
(4)グリーン購入
(5)製品・サービスに関する取組
(6)地域の貢献その他の取組

○

○

表４　　主な環境活動計画の内容

○

○

環境方針 環境目標項目
実施状況の
評価

取組結果取組内容

節水・排水の適正管理

化学物質の管理推進

グリーン 購入

△

○

○

○

○

○

製品・サービスに関する環境配慮

灯油・ＬＰＧ等の二酸化炭
素の削減

一般廃棄物の削減

再資源化対策の推進

廃
棄
物
排
出
量
削
減

騒
音
・
振
動
防
止

騒音・振動等の防止

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の二酸化炭素排出
量の削減

建設機械・車輌用燃料等
の二酸化炭素削減



３　環境活動の状況

東青美化活動 (青森環状野内線)

クリーングリーン会 清掃活動(野内川遊歩道)

緊急時訓練(火災・竜宮礁製作工事現場)

　　　　　当社が法的義務を受ける建設リサイクル法・廃棄物処理法等の、環境関連法規について
　　　 遵守状況を確認したところ違反はありませんでした。
　　　　　また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、
　　　 問題が有りませんでした。

Ⅵ　代表者による全体評価と見直しの結果

　　　　　エコアクション２１の取組みで、環境関連に対する社員の意識高揚が出来、とても良いことです。
　　　　　エコアクション２１の取組み内容の周知徹底により、社員教育を充実させ環境目標達成に努め
　　　 るとともに、地域社会から信頼され、環境にやさしい企業を目指します。

Ⅴ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに
違反、訴訟等の有無


